
市議会 

平
成
25
年
度
東
金
市

一
般
会
計
予
算

【
第
29
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
１
８
１
億
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
東
金
市

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

【
第
30
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
77
億
４，

４
０
０

万
円
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
東
金
市

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

【
第
31
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
４
億
３，

７
０
０

万
円
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
東
金
市

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算

【
第
32
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
37
億
円
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
東
金
市

介
護
予
防
支
援
事
業

特
別
会
計
予
算

【
第
33
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
１，

５
５
０
万
円

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
東
金
市

下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算【

第
34
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
12
億
８，

０
０
０

万
円
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（1）平成25年 5月 1日 議　会　だ　よ　り 第 155号

平成 25 年第 1回
東金市議会定例会

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
や
東
金
市

債
権
管
理
条
例
の
制
定
な
ど
38
議
案
を

可
決

平
成
25
年
第
１
回
東
金
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
８
日
か
ら
３

月
１
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
38
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
金
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
制

定
な
ど
議
会
提
出
の
発
議
案
４
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
代
表
質
問
を
１
名
、
関
連
質
問
を
１
名
、
個

人
質
問
を
８
名
が
一
問
一
答
方
式
で
行
い
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

概

要

議会を傍聴しましょう 【傍聴席は６０席です】
次の定例会は、6月 5日（水）10時から開会される予定です。（受付は 8時 30分から）また、請願・陳情の提出期限は、5月 29日（水）午後5時までです。
詳しくは議会事務局まで　　電話０４７５－５０－１１８１

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
東
金
市

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

【
第
35
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
２
億
９，

９
０
０

万
円
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
東
金
市

病
院
事
業
特
別
会
計

予
算
【
第
36
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
68
億
１，

７
９
５

万
９
千
円
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
25
年
度
山
武
郡

当

初

予

算

議
長
に
渡
邉
直
樹
氏
、

副
議
長
に
石
田

明
氏
を
選
出

東金市議会
議　長

渡　邉　直　樹

東金市議会
副議長

石　田　　　明

東金市議会議員選挙（平成２５年３月１７日執行）後、初の市議会臨時会が、去る４月１１日に開かれました。
この臨時会において、正副議長の選任などが行われました。
なお、臨時会の詳細は８月１日発行予定の議会だよりでお知らせします。



の
制
定【

第
４
号
議
案
】

「
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
23
年
法
律
第
37

号
。
い
わ
ゆ
る
第
１
次

一
括
法
）
に
よ
り
、
介

護
保
険
法
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
た
め
、

本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
制
定

【
第
５
号
議
案
】

第
４
号
議
案
同
様
、

第
１
次
一
括
法
に
よ
り
、

介
護
保
険
法
等
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本

部
条
例
の
制
定

【
第
６
号
議
案
】

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
」
に
よ
り
、
国
が
都

道
府
県
単
位
で
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急

事
態
宣
言
を
し
た
と
き

は
、
市
町
村
に
お
い
て

対
策
本
部
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
た
た
め
、
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
小
規
模
水
道

条
例
の
制
定

【
第
７
号
議
案
】

「
千
葉
県
小
規
模
水

道
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
市
へ
の
適
用
が
除
外

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
千
葉
県
が
行

っ
て
き
た
小
規
模
水
道

に
対
す
る
規
制
を
引
き

続
き
市
が
行
う
た
め
、

本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
が
管
理
す
る

市
道
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

【
第
８
号
議
案
】

第
１
次
一
括
法
に
よ

り
、
道
路
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

道
の
構
造
の
技
術
的
基

準
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
が
管
理
す
る

市
道
に
設
け
る
案
内

標
識
及
び
警
戒
標
識

等
の
寸
法
を
定
め
る

条
例
の
制
定

【
第
９
号
議
案
】

第
８
号
議
案
同
様
、

第
１
次
一
括
法
に
よ
り
、

道
路
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
道
に

設
け
る
案
内
標
識
及
び

警
戒
標
識
等
の
寸
法
を

定
め
る
た
め
、
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
準
用
河
川
に

係
る
河
川
管
理
施
設

等
の
構
造
の
技
術
的

基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定【

第
10
号
議
案
】

第
１
次
一
括
法
に
よ

り
、
河
川
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
準

用
河
川
に
係
る
河
川
管

理
施
設
等
の
構
造
の
技

術
的
基
準
を
定
め
る
た

め
、
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
移
動
等
円
滑

化
の
た
め
に
必
要
な

特
定
公
園
施
設
の
設

置
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

【
第
11
号
議
案
】

「
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
23
年
法
律
第
１
０

５
号
。
い
わ
ゆ
る
第
２

次
一
括
法
）
に
よ
り
、

「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の

移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な
特
定
公

園
施
設
の
設
置
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
た
め
、

本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
営
住
宅
等
の

整
備
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定

【
第
12
号
議
案
】

第
１
次
一
括
法
に
よ

り
、
公
営
住
宅
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
営
住
宅
の
整
備
基
準

等
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
公
共
下
水
道

の
構
造
の
技
術
上
の

基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
制
定

【
第
13
号
議
案
】

第
２
次
一
括
法
に
よ

り
、
下
水
道
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

公
共
下
水
道
の
構
造
の

技
術
上
の
基
準
等
を
定

め
る
た
め
、
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
中
小
企
業
資

金
融
資
利
子
補
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

【
第
14
号
議
案
】

利
子
補
給
の
対
象
と

す
る
融
資
資
金
に
つ
い

て
、
市
内
中
小
企
業
者

の
資
金
需
要
に
幅
広
く

対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
都
市
公
園
設

置
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
【
第
15
号
議
案
】

第
２
次
一
括
法
に
よ

り
、
都
市
公
園
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

都
市
公
園
及
び
公
園
施

設
の
設
置
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
中
小
企
業
資

金
融
資
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
【
第
16
号
議
案
】

融
資
条
件
を
見
直
す

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に

市
内
で
創
業
す
る
中
小

企
業
者
が
よ
り
活
用
し

や
す
く
す
る
た
め
、
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
ガ
ス
事
業
の

設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

【
第
17
号
議
案
】

第
１
次
一
括
法
に
よ

り
、
地
方
公
営
企
業
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、「
資
本
剰
余
金
の

取
崩
し
」
に
つ
い
て
条

例
で
規
定
す
る
と
と
も

に
、「
１
日
最
大
供
給
量
」

の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
企
業
誘
致
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

【
第
18
号
議
案
】

「
東
金
市
暴
力
団
排

除
条
例
」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
暴
力

団
排
除
の
内
容
を
追
加

す
る
た
め
、
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
第
19
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
29
日

付
け
で
新
た
に
「
日
吉

台
地
区
」、「
八
坂
台
地

区
」
及
び
「
丘
の
街
地

区
」
の
地
区
計
画
を
決

定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
、
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
営
住
宅
設
置

管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制

定

【
第
20
号
議
案
】

第
１
次
一
括
法
に
よ

り
、
公
営
住
宅
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
営
住
宅
に
入
居
す
る

際
の
収
入
基
準
等
を
定

め
る
た
め
、
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
土
地
の
埋
立

て
等
及
び
土
砂
等
の

規
制
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

【
第
21
号
議
案
】

「
東
金
市
暴
力
団
排

除
条
例
」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
等
に
伴
い
、
暴

力
団
排
除
の
内
容
の
追

加
そ
の
他
所
要
の
改
正

を
図
る
た
め
、
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
児
童
公
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定

【
第
22
号
議
案
】

東
金
市
児
童
公
園

（
通
称
「
上
宿
三
角
公

園
」）
を
今
後
は
都
市
公

園
に
編
入
す
る
た
め
、

本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

第 155 号 議　会　だ　よ　り 平成25年 5月1日　（2）

※お知らせ
公職選挙法では、議員等は「選挙区内にある者に対し、いかなる名義をもってするを問わず、寄附をしてはならない。」とされていることから、東金市議会

では、虚礼廃止を徹底すべく申し合わせています。

市
予
防
接
種
健
康
被

害
調
査
特
別
会
計
予

算

【
第
37
号
議
案
】

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
14
万
９
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

平
成
25
年
度
東
金
市

ガ
ス
事
業
会
計
予
算

【
第
38
号
議
案
】

平
成
25
年
度
の
業
務

予
定
量
を
年
度
末
供
給

戸
数
１
万
３，

６
６
６

戸
、
年
間
供
給
ガ
ス
量

１，

４
２
６
万
４
千
立

方
メ
ー
ト
ル
と
定
め
、

収
益
的
収
入
を
12
億
５，

１
９
０
万
２
千
円
、
収

益
的
支
出
を
12
億
１，

２
９
９
万
２
千
円
と
し
、

資
本
的
収
入
を
１，

０

５
０
万
円
、
資
本
的
支

出
を
２
億
７，

３
５
０

万
５
千
円
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
債
権
管
理
条

例
の
制
定

【
第
１
号
議
案
】

市
の
債
権
の
適
正
な

管
理
を
図
り
、
公
正
か

つ
健
全
な
行
財
政
運
営

に
資
す
る
た
め
、
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

国
有
林
野
の
有
す
る

公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
を
図
る
た
め
の

国
有
林
野
の
管
理
経

営
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
【
第
２
号
議
案
】

「
国
有
林
野
の
有
す

る
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
を
図
る
た
め
の
国

有
林
野
の
管
理
経
営
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
」

に
よ
り
、
国
有
林
野
を

管
理
す
る
国
営
企
業
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら

「
東
金
市
情
報
公
開
条

例
」
及
び
「
東
金
市
個

人
情
報
保
護
条
例
」
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

地
域
社
会
に
お
け
る

共
生
の
実
現
に
向
け

て
新
た
な
障
害
保
健

福
祉
施
策
を
講
ず
る

た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

【
第
３
号
議
案
】

「
障
害
者
自
立
支
援

法
」
の
名
称
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
「
東
金

市
重
度
心
身
障
害
者
の

医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
」
及
び
「
東
金
市

福
祉
作
業
所
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
た
め
、
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例

新
し
い
条
例

改
正
す
る
条
例

廃
止
す
る
条
例

小規模簡易水道の受水槽（ふれあいセンター）

東千葉メディカルセンターの開院に伴い、一日最大供給量を増量
（丘山台ガスホルダー）



５
９
０
万
円
を
減
額
し
、

予
算
の
総
額
を
14
億
５，

８
０
２
万
５
千
円
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解【

第
23
号
議
案
】

市
道
上
の
事
故
に
つ
い

て
、
相
手
方
と
示
談
交
渉

の
結
果
、
内
諾
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
損
害
賠
償
の

額
を
決
定
し
、
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

市
道
路
線
の
認
定
及
び

変
更

【
第
24
号
議
案
】

市
道
路
線
と
し
て
新
た

に
１
路
線
を
認
定
し
、
２

路
線
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
の
制
定

【
発
議
案
第
１
号
】

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

【
発
議
案
第
２
号
】

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
の
制
定

【
発
議
案
第
３
号
】

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

専
決
処
分
事
項
の
指
定

【
発
議
案
第
４
号
】

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

発

議

案

（3） 平成25年 5月 1日 議　会　だ　よ　り 第 155 号

市役所１階ロビーで本会議をご覧いただけます。
現在、議会中継放映の試行として、市役所庁舎内に限って議場の中継放映を行っています。
市役所１階のロビーに設置されたテレビで、本会議の様子をご覧いただくことができます。

問
　
昨
年
12
月
に
市
民

団
体
が
県
と
交
渉
し
た

際
、
県
は
「
看
護
師
確
保

に
つ
い
て
は
、
要
請
が
あ

れ
ば
、
支
障
の
な
い
範
囲

で
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
て
い
る
。
早
急
に

千
葉
県
に
対
し
正
式
な
要

請
を
す
べ
き
と
思
う
が
如

何
か
。
ま
た
総
事
業
費
に

は
、
非
常
勤
職
員
の
人
件

費
等
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
開
院
後
も
医
療
機
器

費
用
が
10
億
円
増
加
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
住

民
負
担
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
も
県

の
更
な
る

財
政
支
援

と
運
営
参

加
を
求
め

る
べ
き
だ

が
、
市
の

見
解
を
伺

う
。

答

県

の
看
護
師

派
遣
に
つ

い
て
は
、

現
時
点
で

は
、
公
式

な
要
請
を

す
る
段
階

で
は
な
い

が
、
県
か

ら
は
、「
地
方
独
立
行
政

法
人
の
意
向
を
踏
ま
え
必

要
な
対
応
を
検
討
す
る
。

県
の
看
護
師
募
集
が
開
始

さ
れ
る
前
ま
で
に
正
式
な

派
遣
要
請
を
し
て
欲
し

い
」
と
の
依
頼
も
あ
り
、

今
後
、
必
要
な
段
階
で
必

要
な
対
応
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
県
は
運
営
に

は
直
接
関
与
し
な
い
が
、

設
立
団
体
と
し
て
今
後
も

国
・
県
の
支
援
を
引
き
続

き
求
め
、
必
要
な
財
源
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
平
成
15
年
施
行
の

改
正
公
職
選
挙
法
に
よ

り
、
期
日
前
投
票
制
度
が

創
設
さ
れ
、
投
票
が
し
易

く
な
っ
た
こ
と
で
そ
の
利

用
者
も
年
々
増
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
期
日
前
投
票
を
す
る
に

は
、
市
役
所
に
出
向
き
、

投
票
日
当
日
に
投
票
に
来

ら
れ
な
い
理
由
を
宣
誓
書

に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
高
齢
者
や
障
害
を
持

つ
方
、
ま
た
人
前
で
字
を

書
く
こ
と
が
苦
手
で
あ
っ

た
り
、
時
間
が
か
か
る
方

に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
こ

の
宣
誓
書
様
式
を
掲
載

し
、
必
要
な
方
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す

問
　
市
へ
の
物
質
的
な

寄
付
に
つ
い
て
は
、
行
政

ニ
ー
ズ
と
合
致
す
れ
ば
受

け
る
場
合
も
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
市
の
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
で
、
市
民
団

体
が
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
使

う
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
道

具
、
ま
た
児
童
館
の
遊
具

な
ど
を
買
い
換
え
る
場
合

に
、
民
間
か
ら
の
寄
付

（
善
意
）
を
活
か
す
こ
と

で
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な

り
、
ま
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
図
れ
る
と
思
う

が
如
何
か
。

答

民
間
か
ら
の
物
資

に
よ
る
寄
付
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
寄
付
の
あ
り

方
の
一
つ
と
し
て
の
方
向

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
野
球
場
を
持
つ
自
治

体
が
、
そ
の
命
名
権
を
民

間
に
売
り
、
そ
れ
を
経
営

に
活
か
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
。
当
市
で
も
既
に
企

業
の
宣
伝
入
り
の
封
筒
を

導
入
し
て
お
り
、
考
え
方

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
も
寄
付

と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

ご
指
摘
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

や
施
設
の
器
具
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
討
が
必

要
と
感
じ
る
が
、
可
能
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
実
施

す
る
方
向
で
考
え
て
い
き

た
い
。

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

金
銭
以
外
の
寄
付
の

有
効
な
活
用
を

行・財政

県
の
更
な
る
財
政
支

援
と
運
営
へ
の
参
加

を
地域医療

投
票
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
工
夫
を

行・財政

日本共産党
前 田 京 子

志政会
前 嶋 里 奈

公明党
佐 竹　真知子

平
成
24
年
度
東
金
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

【
第
25
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
１
７
４

億
７，

０
１
５
万
２
千
円

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６，

８
３
３
万
７
千
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

１
７
４
億
１
８
１
万
５
千

円
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。（

原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
24
年
度
東
金
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

【
第
26
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
72
億
９，

８
０
０
万
円
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
６，

６
６

８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
75
億
６，

４
６
８
万
３
千
円
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
24
年
度
東
金
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
第
27
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
34
億
４，

３
３
９
万
３
千
円
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６，

９
３

４
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
35
億
１，

２
７
４
万
円
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
24
年
度
東
金
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

【
第
28
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
16
億
４，

３
９
２
万
５
千
円
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８，

そ

の

他

善
に
有
効
と
考
え
、
早
々

に
実
施
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
行
き
た
い
。

る
こ
と
で
、
利
用
者
は
自

宅
等
で
ゆ
っ
く
り
記
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
投
票
し

易
い
環
境
を
つ

く
れ
る
と
思
う

が
如
何
か
。

答

投
票
し
易

い
環
境
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い

て
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
と

し
て
、
で
き
る

こ
と
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今

回
ご
提
案
の
件

に
つ
い
て
は
、

投
票
環
境
の
改

問
　
平
成
25
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
に
お
い

て
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

課
税
す
べ
き
調
定
額
に
対

し
て
、
何
％
の
納
入
を
想

定
し
て
い
る
か
。
ま
た
歳

出
に
つ
い
て
は
過
去
10
年

間
の
推
移
の
中
で
、
今
回

ど
の
よ
う
に
予
算
を
編
成

し
た
の
か
性
質
別
に
伺

う
。

答

市
税
の
算
定
方
法

は
、
税
目
毎
に
算
出
し
た

調
定
額
に
そ
れ
ぞ
れ
想
定

し
た
収
納
率
を
乗
じ
た
税

収
見
込
み
額
を
当
初
予
算

額
と
し
て
い
る
。
そ
の
内

訳
は
、
事
業
別
所
得
の

85
％
を
占
め
る
給
与
所
得

が
、
市
内
生
産
人
口
の
減

少
や
公
務
員
給
与
の
減
額

等
に
よ
り
、
前
年
度
比
で

３
％
の
減
額
、
又
営
業
・

農
業
所
得
の
２
％
減
額
等

に
よ
り
調
定
額
を
26
億
６

千
７
百
万
円
と
算
出
し

た
。
な
お
、
収
納
率
を

95
％
と
想
定
し
た
結
果
、

税
収
額
を
25
億
３
千
３
百

万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

性
質
別
歳
出
の
主
な
状
況

を
10
年
前
と
比
較
す
る
と

人
件
費
が
３
億
４
千
万
円

の
減
、
扶
助
費
が
21
億
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
公

債
費
は
平
成
20
年
度
の
22

億
６
千
万
円
を
ピ
ー
ク
に

平
成
23
年
度
は
18
億
９
千

万
円
と
減
額
と
な
っ
て
い

る
。

新
年
度
予
算
編
成

は
、
ど
の
よ
う
に

行・財政

社会民主党
水 口 　 剛

高層部まで鉄骨が組み上げられた建設中の東千葉メディカルセンター

市役所内に設置された期日前投票所

補

正

予

算
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問
　
商
工
業
政
策
に
つ

い
て
、
市
の
現
状
で
は
活

性
化
に
向
け
産
業
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
に
大
き
な
投

資
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
目
標
値
や
達
成
年
度

等
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
設
定

し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
行
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
基
本
計

画
に
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
企
画
部
門

も
関
連
し
て
い
る
。
現
場

で
の
具
体
的
な
目
標
と
基

本
計
画
の
関
係
を
伺
う
。

答

基
本
計
画
の
魅
力

と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
景
気
低
迷
の
克

服
を
課
題
と
し
て
い
る
。

こ
の
実
現
に
向
け
、
産
業

振
興
に
よ
る
交
流
人
口
、

労
働
人
口
の
確
保
、
安
全

安
心
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
の
形
成
に
よ
る
定
住
人

口
の
確
保
を
図
る
こ
と

で
、
安
定
的
な
税
収
も
得

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
基

本
計
画
は
市
民
を
主
役
と

し
て
お
り
、
税
収
の
確
保

に
よ
り
安
定
的
な
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
基

盤
を
つ
く
り
、
市
民
の
要

求
に
柔
軟
に
応
え
て
い
く

こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
産
業
振
興

を
含
め
各
分
野
で
工
夫
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

る
。

答

山
武
市
で
の
事
例

に
つ
い
て
は
、
県
の
補
助

事
業
を
活
用
し
た
山
武
市

内
産
木
材
の
住
宅
へ
の
補

助
を
実
施
し
て
い

る
が
実
績
と
し
て

は
、
そ
う
多
く
は

な
い
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
東
金
市
内

産
木
材
の
良
さ
の

普
及
啓
発
を
進
め

る
必
要
性
を
感
じ

て
お
り
、
関
係
機

関
や
千
葉
県
木
材

市
場
等
の
民
間
団

体
と
の
連
携
・
協

力
を
し
、
地
元
産

問
　
山
武
市
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
森
林
保
全
協

定
を
締
結
し
、
溝
腐
れ
病

に
な
っ
た
杉
の
間
伐
等
の

森
林
保
全
活
動
を
行
な
っ

て
お
り
、
そ
の
間
伐
材
を

活
用
し
、
２
階
建
て
以
下

の
公
共
施
設
に
は
、
基
本

的
に
山
武
杉
を
使
用
し
建

設
し
て
い
る
が
、
こ
の
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。
ま
た
市
で
は
今

後
、
緑
花
木
セ
ン
タ
ー
の

再
整
備
を
予
定
し
て
い
る

が
、
で
き
る
だ
け
山
武
杉

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
市

民
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
、
森

林
の
保
全
に
つ
い
て
の
意

識
付
け
も
可
能
と
な
り
、

更
に
は
建
築
費
用
の
低
減

化
に
も
つ
な
が
る
と
思
う

が
如
何
か
。

問
　
緑
花
木
セ
ン
タ
ー

の
基
本
構
想
策
定
に
あ
た

っ
て
の
提
案
と
し
て
、
女

性
や
若
い
方
達
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
食
べ
物
の
創
出

を
す
べ
き
と
思
う
が
如
何

か
。
ま
た
短
時
間
で
体
験

で
き
、
持
ち
帰
り
も
可
能

な
ミ
ニ
盆
栽
講
座
の
常
時

開
設
や
植
木
技
術
の
後
継

者
を
育
成
す
る
た
め
の
研

修
施
設
の
設
置
な
ど
も
有

効
と
考
え
て
お
り
、
こ
の

緑
花
木
セ
ン
タ
ー
が
、
地

域
の
情
報
発
信
基
地
の
役

割
を
担
う
こ
と
も
必
要
と

感
じ
る
が
市
の
考
え
は
。

答

新
た
な
緑
花
木
セ

ン
タ
ー
で
の
事
業
展
開
と

し
て
、
ミ
ニ
盆
栽
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
体
制
と

な
る
以
前
の
段
階
に
お
い

て
も
検
討
し
た
経
緯
が
あ

り
、
そ
れ
を
参
考
に
、
通

年
型
の
各
種
体
験
を
通
じ

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き

れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
今
後
は
、
ご
提
案
の

内
容
を
含
め
、
実
施
の
可

能
性
や
効
率
性
の
観
点
に

立
ち
、
費
用
を
か
け
過
ぎ

な
い
こ
と
を
基
本
に
、
改

修
可
能
な
施
設
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
で
あ

る
。
今
後
は
、
基
本
構
想

の
実
現
に
向
け
基
本
計
画

等
を
策
定
し
、
十
月
に
は

施
設
整
備
に
入
り
、
来
年

３
月
の
完
成
を
目
指
し
た

い
。

問
　
堀
上
地
区
で
行
な

わ
れ
た
公
共
下
水
道
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
整
備
を
希
望
す

る
方
の
割
合
が
、
64
％
と

思
い
の
ほ
か
高
い
結
果
で

あ
っ
た
。
合
併
浄
化
槽
が

普
及
し
て
い
る
中
で
、
10

年
前
に
こ
の
調
査
を
実
施

し
て
い
れ
ば
、
８
割
近
く

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

問
　
市
内
に
は
、
多
く

の
市
道
が
あ
る
が
、
市
民

の
生
活
・
活
動
に
は
欠
か

せ
な
い
根
幹
的
施
設
で
あ

り
、
適
正
に
管
理
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
市
道
の
点
検
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
状
況
を
伺

う
。
ま
た
、
幹
線
道
路
だ

け
で
な
く
、
生
活
に
密
着

し
た
交
通
量
の
少
な
い
道

路
に
も
目
が
行
き
届
く
よ

う
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
べ
き
と
思
う
が
如
何

か
。

答

市
道
に
つ
い
て
は
、

幹
線
的
な
一
級
市
道
か
ら

生
活
に
密
着
し
た
そ
の
他

の
市
道
ま
で
、
そ
の
総
延

長
は
８
３
３
㎞
に
及
ん
で

と
感
じ
る
。
嶺
南
地
区
に

は
下
水
道
が
必
要
で
あ

り
、
是
非
、
本
管
工
事
だ

け
で
も
整
備
を
望
む
が
市

の
考
え
は
。

答

堀
上
地
区
に
つ
い

て
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

下
水
道
の
面
整
備
工
事
を

休
止
し
て
い
る
。
昨
年
８

月
に
同
地
区
の
地
権
者
１

６
６
名
を
対
象
に
行
な
っ

い
る
。
そ
の
多
く
は
、
老

朽
化
が
進
み
部
分
的
な
修

繕
等
を
行
い
、
安
全
性
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。
点

検
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
月
に

２
回
、
２
班
編
成
で
市
内

一
円
の
道
路
で
実
施
し
、

舗
装
の
状
況
や
排
水
施
設

等
の
不
具
合
の
早
期
発
見

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
市

民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
も

重
要
と
考
え
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
通
じ
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
て
い
る
。

な
お
、
今
後
も
庁
内
各
部

署
を
初
め
、
市
民
の
皆
様

と
の
連
携
を
図
り
、
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
に
努
め
た

い
。

木
材
の
Ｐ
Ｒ
や
利
活
用
に

つ
い
て
の
環
境
作
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

地
元
産
木
材
（
山
武

杉
）
の
利
活
用
を

産業振興

商
工
業
振
興
政
策
と

基
本
計
画
と
の
連
携

は
産業振興

生
活
道
路
の
点
検
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を

嶺
南
地
区
で
の
下
水

道
事
業
の
実
施
を

都市整備

志政会
伊 藤 博 幸

東金市民フォーラム
斉 藤 範 吉

清風会
宍 倉 敬 文

蒼政会
松 戸 　 進

る
た
め
に
行
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
両
幼
稚
園
の
休

園
に
つ
い
て
は
最
終
決
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
今

回
の
懇
談
会
を
端
緒
に
複

数
回
の
機
会
を
設
け
て
、

保
護
者
を
初
め
、
地
区
の

皆
様
の
意
見
や
要
望
等
を

丁
寧
に
伺
い
、
理
解
が
得

ら
れ
た
場
合
に
、
早
け
れ

ば
平
成
26
年
度
入
園
分
の

募
集
を
停
止
し
、
休
園
に

向
か
う
と
い
う
考
え
方
で

期
日
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。

し
い
と
の
判
断
に
よ
り
、

当
分
の
間
は
事
業
休
止
と

し
て
い
る
。
な
お
、
地
区

に
て
促
進
協
議
会
を
組
織

し
、
地
区
同
意
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
も
事
業

化
へ
の
一
手
法
と
考
え

る
。

問
　
教
育
委
員
会
で
は
、

昨
年
８
月
に
「
丘
山
・
源

地
区
幼
児
教
育
・
保
育
の

あ
り
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
行
っ
た
が
、
こ

の
調
査
の
目
的
は
。
ま
た

12
月
に
は
、
同
テ
ー
マ
に

て
懇
談
会
を
開
催
し
、
当

該
地
区
の
園
児
の
減
少
を

理
由
に
、
両
幼
稚
園
を
平

成
26
年
度
に
休
園
す
る
と

の
方
向
性
を
示
し
た
が
、

そ
の
考
え
方
及
び
休
園
が

決
定
事
項
な
の
か
ど
う
か

伺
う
。

答

こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の

目
的
は
、
丘
山

幼
稚
園
及
び
源

幼
稚
園
の
園
児

が
減
少
し
、
複

式
学
級
を
実
施

し
て
い
る
中

で
、
保
護
者
の

考
え
る
望
ま
し

い
幼
稚
園
に
お

け
る
教
育
・
保

育
環
境
と
そ
の

実
態
を
把
握
す

た
意
向
調
査
で
は
、「
整

備
を
望
む
」
が
64
・
7
％
、

「
望
ま
な
い
」
が
34
・

3
％
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

等
も
方
法
と
し
て
は
あ
る

が
、
こ
の
同
意
率
が
概
ね

80
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
状
で
の
事
業
着
手
は
難

丘
山
・
源
幼
稚
園
の

今
後
の
あ
り
方
は

教　　育

東金みらい
清 宮 利 男

建　　設

魅
力
あ
る
緑
花
木
セ

ン
タ
ー
づ
く
り
を

産業振興

公明党
中 丸 悦 子

間伐材の製材作業が行なわれている森林組合（上布田）

源幼稚園と共に幼児教育・保育のあり方の検討が
進められている丘山幼稚園
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◇第29号議案　平成25年度東金市一般会計予算について
防犯対策事業について、ＬＥＤ防犯灯6千灯を設置するとのことだ
が、市内全体の何割程度がＬＥＤに変わるのか。また今後の入れ
替えについての全体計画は。

答 市による設置が約千灯、地区での設置が約5千灯で合わせて6千灯
が、市内防犯灯の全灯となる。なお、来年度中に全ての防犯灯を
ＬＥＤに変える予定となっており、10年間のリース契約により、
毎年1200万円程度の費用を要すものである。

平成25年 4月の保育所の入所申請者数は、本年度と比べ、どうで
あったのか。また待機児童の見込みは。

答 来年度の新規の申込申請数は、現在も受付期間中ではあるが１月
15日現在で 173人で、今年度に比べ 9名の減である。なお待機児
童が出ないよう、申込が超過している第1及び第2保育所の乳児に
ついては、第2・第3希望の保育所への入所を促すなどの調整を行
っている。

太陽光発電設備導入事業について、本年度の補助実績は。また来
年度予算額は、60万円ほど減額となったが、その理由は。

答 本年度の補助実績は、補助件数が93件で、予算額960万円に対し
補助実績は954万 3千円であった。また来年度の補助額が減となっ
た要因は、補助内容を一部変更したためである。これは、太陽光
発電のシステム価格が下がってきたことにより、1キロワットあた
りの補助単価を1万 5千円減らし2万 5千円とし、また限度額を2
万円減らし10万円としたもので、国及び県の補助金についても減
じている状況にある。なお、補助件数については、10件増やし90
件としており、一定の補助額を確保した上で極力、補助件数を増
やしたいと考えている。

産業交流拠点施設設置事業について、約2億6千万円が予算計上さ
れているが、どのような構想を持って事業を進めていくのか。

答 昨年、予備調査を実施した中での基本的な考え方としては、現在
の施設をできる限り使用していくことが基本方針となっている。
また12月の補正予算により耐震診断等の業務を発注し、現在の建
物が使用可能かの確認をしており、その結果を踏まえ、来訪者の
動線等を考慮しながら、全体のレイアウトを考えていく。

住宅リフォーム補助事業の内容及び近隣自治体での実施状況は。
答 本制度は、市内業者が行なう住宅リフォーム工事において、工事
費が10万円以上のものを対象に工事費用の10分の1以内を交付す
るものである。なお近隣では、補助内容に相違はあるが大網白里
市や山武市でも実施している。

教育施設の窓ガラス飛散防止への対策は、安全・安心の観点から
も急務と思うが、市の取り組み状況は。

答 現状では、市の幼稚園、小学校、中学校の窓ガラスに飛散防止フ

ィルムの張り付けはなされていないが、今後、危険箇所の調査等を
行い、既に実施している保育所の例を参考に早急に対応していきた
い。

◇第30号議案　平成25年度東金市国民健康保険事業特別会計予算について
保険税の徴収率アップへの取り組みは。

答 平成 24年度は、今までの取り組みに加え、新たに 9つの取組みを
実施したが、中でも国保税の現年度分対策として、収税課内に対策
本部を設置し、現年度分未納者の預貯金調査を行い、3月下旬から
5月中旬まで差押処分を行う予定である。また平成25年度以降の対
策としては、上半期に滞納繰越分の調査を行い、下半期は国保税の
収納状況により、現年度分未納者の財産調査を行い、年末から5月
末までの間に差押処分を行うことなどを予定している。

◇第32号議案　平成25年度東金市介護保険事業特別会計予算について
第一号被保険者の保険料を前年度より 3140万円多く見込んでいる
がその要因は。

答 保険料率は、平成24年度から26年度まで固定となっている。第一
号被保険者数は、平成24年度で１万3496人、平成25年度は、1万
4047人と、前年度より551人、4.08％増加すると見込んだためであ
る。

◇第34号議案　平成25年度東金市下水道事業特別会計予算について
下水道の水洗化率及び幹線管渠隣接者への普及活動は。

答 水洗化率は89.4％である。また普及活動については隣接地での建替
えや開発等の情報があった場合は、下水道に関する情報の提供や関
係箇所への申請手続等に協力している。

◇第36号議案　平成25年度東金市病院事業特別会計予算について
病院事業債について、起債償還のピークはいつになるか。またいく
らを見込んでいるのか。

答 起債償還のピークは、平成 30 年度となり、東金市分として 8 億
7100万円となるが、県補助金や地方独立行政法人からの負担がある
ことから、２億7500万円を見込んでいる。

国に対する補助要望活動のその後の動向は。
答 地域医療再生基金事業の積み増し分について、その受付窓口となる

千葉県に対し、東千葉メディカルセンターへの補助要望を行ってい
る。

◇第38号議案　平成25年度東金市ガス事業会計予算について
東金市の本支管工事の本市負担額が低く、他のガス事業者なみに増
額することについての進捗は。

答 ＬＮＧ、天然ガス原価の高騰があり、新たに原価計算を見直してお
り、今後、早急に条例改正を取りまとめ、平成 25年度内に本支管
工事の本市負担額を増額したい。

問
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問

平成25年度各会計予算審査特別委員会での主な質疑
開 催 日　平成25年 2月 19日・ 20日・ 21日
委 員 長　宍倉　敬文
副委員長　中丸　悦子
委　　員　前嶋　里奈・清宮　利男・大野　政廣・早野　誠
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